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二
〇
二
二
年
度
定
時
評
議
員
会
の
開
催 

～
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
期
間
延
長
の
た
め
三
年
続
け
て
の
書
面
に
よ
る
議
決
　
～

二
〇
二
二
年
度
定
時
評
議
員
会
を
三
月

十
二
日
（
土
）
に
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル

ノ
ー
ス
シ
テ
ィ
に
て
開
催
す
る
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

道
内
各
地
で
も
発
症
収
ま
ら
ず
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
の
適
用
期
間
が
延
長
さ

れ
た
こ
と
か
ら
当
連
盟
も
こ
の
対
策
に
即

応
し
、
支
部
評
議
員
の
書
面
に
よ
る
決
議

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

議
題
は
、
各
種
事
項
の
報
告
及
び
承
認

案
件
、
協
議
事
項
な
ど
が
評
議
員
全
員
の

賛
同
を
得
て
無
事
書
面
採
択
さ
れ
新
し
い

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

以
下
は
、
二
〇
二
二
年
度
の
主
な
各
部

の
事
業
推
進
計
画
で
す
。

①
　
総
務
部
事
業
推
進

・
引
続
き
、
健
全
な
組
織
運
営
と
安
定

的
な
財
政
運
営
に
向
け
た
見
直
し
や

検
討
を
行
い
、
軟
式
野
球
を
通
し
た

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
育
成
と
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
健
全
な
取
組
み
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
育
成
強
化
部
と

の
連
携
で
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
予
防
対

策
等
の
検
討
に
入
り
ま
す
。

・
適
宜
、
規
約
・
規
程
等
の
見
直
し
を

行
い
、
支
部
と
の
連
携
を
強
め
な
が

ら
、
組
織
全
体
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
遵
守
）
の
意
識
向
上
と
取
り

組
み
の
強
化
を
行
い
、
国
民
的
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
軟
式
野
球
の
普
及
に

努
め
ま
す
。

・
会
員
へ
の
周
知
事
項
や
大
会
速
報
等

的
確
な
情
報
の
迅
速
な
提
供
を
行

い
、
そ
の
情
報
の
浸
透
化
や
共
有
に

向
け
た
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
会
報
」

の
充
実
を
図
る
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
等
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
北
海
道
大
会
な
ど
に
お
け
る

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」

を
講
じ
、
安
全
で
円
滑
な
大
会
運
営

の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

・
チ
ー
ム
の
軟
式
野
球
に
対
す
る
意
識

高
揚
を
図
る
た
め
、
各
北
海
道
大
会

の
戦
績
に
基
づ
い
た
ポ
イ
ン
ト
に
よ

る
格
付
け
の
「
番
付
表
」
を
発
行
し

ま
す
。

・
「
放
送
員
」
や
「
公
認
記
録
員
」
向

け
の
講
習
会
に
講
師
を
派
遣
す
る
な

ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
大
会
運
営
に
向
け

た
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

・
今
年
五
月
に
北
見
・
網
走
支
部
で
開

催
す
る
「
第
四
十
四
回
東
日
本
軟
式

野
球
大
会
（
一
・
二
部
）
全
国
大

会
」
と
八
月
に
札
幌
市
で
開
催
す
る

「
令
和
四
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大

会
（
軟
式
野
球
）
」
の
成
功
を
目
指

し
、
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

②
　
育
成
強
化
部
事
業
推
進

・
成
長
期
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防
・
指

導
者
講
習
会
、
少
年
野
球
指
導
者
研

修
会
の
実
施

・
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
習
会

（
専
門
科
目
）
の
実
施

・
第
四
十
二
回
高
円
宮
賜
杯
全
日
本
学

童
大
会
南
北
代
表
チ
ー
ム
へ
の
出
前

強
化
指
導
の
実
施

③
　
審
判
部
事
業
推
進

・
支
部
及
び
地
区
審
判
講
習
会
の
実
施

に
よ
る
審
判
員
の
資
質
向
上
と
技
術

の
普
遍
化
を
図
る

・
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
全
軟
連
審
判

技
術
指
導
員
研
修
会
へ
の
技
術
指
導

員
の
派
遣

・
国
体
強
化
合
宿
（
道
外
）
へ
の
派
遣

・
公
認
審
判
員
試
験
の
実
施

・
審
判
部
役
員
、
技
術
委
員
、
支
部
審

判
部
長
、
支
部
技
術
員
合
同
会
議
と

研
修
会
の
実
施

・
審
判
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
検
討
委
員
会
の

開
催

な
お
、「
二
〇
二
一
年
度
連
盟
功
績
賞

受
賞
予
定
者
」
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
な

ど
機
会
見
て
表
彰
を
行
う
予
定
で
お
り
ま

す
。

＜

功
績
賞
受
賞
者＞

・
浜
師　

芳
広　

氏　

（
西
胆
振
支
部
）

・
井
下　
　

章　

氏　

（
後
志
支
部
）

・
小
林　

將
彦　

氏　

（
日
高
支
部
）

・
松
川　

一
洋　

氏　

（
旭
川
支
部
）

・
戸
田　
　

宏　

氏　

（
中
標
津
支
部
）
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☆
道
連
の
新
し
い
役
員
（
二
〇
二
二
・
二
〇
二
三
年
度
期
）
が
決
ま
る
☆

～
本
間
会
長
の
再
選
・
理
事
長
に
奥
山
理
事
の
互
選
に
よ
る
再
選
～ 

今
年
は
、
道
連
の
改
選
期
に
も
あ
た

り
、
副
会
長
一
名
と
理
事
一
名
が
新
し
く

加
わ
り
新
体
制
も
下
図
の
通
り
決
ま
り
ま

し
た
。

な
お
、
今
般
退
任
さ
れ
ま
し
た
沼
田
副

会
長
は
顧
問
に
、
戸
田
・
山
田
理
事
の
両

名
に
つ
い
て
は
参
与
に
推
挙
さ
れ
ま
し

た
。三

名
の
方
に
は
、
大
変
永
い
間
ご
協
力

と
ご
指
導
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

二
〇
二
二
年
度
財
政
検
討
委
員
会
の
設
置
決
ま
る

今
般
の
評
議
員
会
で
財
政
検
討
委
員
会

設
置
が
報
告
さ
れ
、
下
記
評
議
員
六
名
の

方
々
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。お
忙
し
い
中
、

大
変
ご
苦
労
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
道
南
ブ
ロ
ッ
ク

　

室
蘭
支
部　

森
元　

俊
明　

氏

・
道
央
ブ
ロ
ッ
ク

　

石
狩
支
部　

村
谷　

栄
治　

氏

・
道
央
南
ブ
ロ
ッ
ク

　

北
空
知
支
部　

川
本　

滋　

氏

・
道
東
ブ
ロ
ッ
ク

　

根
室
支
部　

佐
藤
美
喜
夫　

氏

・
オ
ホ
ー
ツ
ク
ブ
ロ
ッ
ク

　

紋
別
支
部　

小
林　

昌
史　

氏

・
道
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

名
寄
支
部　

瀬
野　

友
寛　

氏

北海道軟式野球連盟組織図及び専門担当理事
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～
二
〇
二
二
年
度
第
三
回
理
事
会
の
開
催
～

当
初
予
定
に
な
か
っ
た
理
事
会
を
久
し

ぶ
り
に
対
面
方
式
に
て
急
遽
四
月
二
十
三

日
（
土
）
市
内
ノ
ー
ス
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

協
議
内
容
は
、

・
二
〇
二
二
年
度
定
時
評
議
員
会
書
面

議
決
の
結
果
に
つ
い
て

・
二
〇
二
二
年
度
北
海
道
大
会
に
つ
い
て

・
第
四
四
回
東
日
本
軟
式
野
球
（
一
・

二
部
）
全
国
大
会
に
つ
い
て　

他

な
お
、
戸
田
前
理
事
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
本
間
会
長
よ
り
二
〇
二
一
年
度

功
績
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

戸田氏表彰

理事会会議場

新
し
い
道
連
役
員
・
理
事
の
横
顔

副
会
長

作井繁樹 氏

昭和43年
4 月27日生

平
成
23
年　

倶
知
安
町
議
会
議
員

平
成
26
年　
倶
知
安
町
軟
式
野
球
連
盟
会
長

平
成
30
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
後
志

支
部
支
部
長　

令
和
3
年　

倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
副

会
長

令
和
4
年　
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
副
会
長 

理
　
事

二瓶隆司 氏

昭和37年
5 月19日生

平
成
6
年　

中
標
津
支
部
技
術
員

平
成
17
年　

全
軟
連
審
判
技
術
指
導
員

平
成
30
年　
中
標
津
支
部
理
事
長
・
評
議
員

令
和
4
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
理
事

　
新
し
い
各
支
部
長
・
理
事
長
・
評
議
員

審
判
部
長
・
技
術
員
・
事
務
局
長
等
の
紹
介
　

函
館
支
部
　
理
事
長
・
審
判
部
長
・
事
務
局
長

関口　隆 氏

昭和25年
5 月19日生

平
成
22
年　

函
館
支
部　

審
判
指
導
員

平
成
22
年　

函
館
支
部　

審
判
副
部
長

令
和
2
年　

函
館
支
部　

審
判
部
長

令
和
4
年　

函
館
支
部　

理
事
長
・
審
判

部
長
・
事
務
局
長

函
館
支
部
　
事
業
企
画
部
部
長

木村正寿 氏

昭和37年
6 月21日生

平
成
25
年　

二
級
公
認
審
判
員

平
成
28
年　

一
級
公
認
審
判
員

令
和
4
年　
函
館
支
部　

事
業
企
画
部
部
長
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苫
小
牧
支
部
　
評
議
員
・
審
判
部
長

玉井新一 氏

昭和48年
3 月20日生

平
成
24
年　

一
級
公
認
審
判
員　

	

苫
小
牧
支
部　

理
事　

平
成
26
年　

苫
小
牧
支
部　

技
術
員

令
和
2
年　

苫
小
牧
支
部　

審
判
部
長

	

苫
小
牧
支
部　

副
理
事
長

令
和
4
年　

苫
小
牧
支
部　

評
議
員
・
審

判
部
長

苫
小
牧
支
部
　
技
術
員

畑垣哲也 氏

昭和48年
4 月16日生

平
成
27
年　

一
級
公
認
審
判
員　

令
和
2
年　

苫
小
牧
支
部　

理
事　

令
和
3
年　

苫
小
牧
支
部　

技
術
員

旭
川
支
部
　
審
判
部
長

下山光一 氏

昭和30年
12月19日生

平
成
元
年　

二
級
公
認
審
判
員　

平
成
5
年　

一
級
公
認
審
判
員

平
成
23
年　

旭
川
支
部　

理
事

令
和
4
年　

旭
川
支
部　

審
判
部
長

稚
内
支
部
　
支
部
長

武山淳一 氏

昭和27年
12月25日生

平
成
16
年　

稚
内
軟
式
野
球
連
盟　

理
事　

平
成
20
年　

稚
内
軟
式
野
球
連
盟　

副
理

事
長

平
成
22
年　

稚
内
支
部　

常
任
理
事

平
成
24
年　

稚
内
支
部　

理
事
長

平
成
28
年　

稚
内
支
部　

副
支
部
長

令
和
4
年　

稚
内
支
部　

支
部
長

稚
内
支
部
　
理
事
長

手塚光行 氏

昭和37年
5 月17日生

平
成
18
年　

稚
内
軟
式
野
球
連
盟　

理
事

平
成
25
年　

稚
内
軟
式
野
球
連
盟　

事
務

局
長

平
成
26
年　

稚
内
支
部　

常
任
理
事

平
成
30
年　

稚
内
軟
式
野
球
連
盟　

副
理

事
長

令
和
4
年　

稚
内
支
部　

理
事
長

稚
内
支
部
　
評
議
員

三輪秀木 氏

昭和39年
3 月 1 日生

平
成
18
年　

稚
内
軟
式
野
球
連
盟　

理
事

令
和
4
年　

稚
内
軟
式
野
球
連
盟　

副
理

事
長　

令
和
4
年　

稚
内
支
部　

常
任
理
事

令
和
4
年　

稚
内
支
部　

評
議
員

紋
別
支
部
　
審
判
部
長

河本佳尚 氏

昭和35年
7 月19日生

平
成
6
年　

二
級
公
認
審
判
員

平
成
24
年　

紋
別
支
部　

理
事　

令
和
3
年　

紋
別
支
部　

審
判
部
長

遠
軽
支
部
　
支
部
長

今村則康 氏

昭和27年
2 月 7 日生

平
成
12
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟　

審

判
指
導
員

平
成
20
年　
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟　

理
事

平
成
23
年　

遠
軽
支
部　

副
支
部
長

令
和
2
年　
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟　

参
与

令
和
4
年　

遠
軽
支
部　

支
部
長
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十
勝
支
部
　
理
事
長

小川敏也 氏

昭和36年
3 月22日生

平
成
20
年　

帯
広
軟
式
野
球
連
盟　

理
事

	

十
勝
支
部　

理
事

平
成
24
年　

帯
広
軟
式
野
球
連
盟　

副
理

事
長

平
成
30
年　
帯
広
軟
式
野
球
連
盟　

理
事
長

令
和
2
年　
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟　

理
事

令
和
4
年　
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟　

参
与

令
和
4
年　

十
勝
支
部　

理
事
長

釧
路
支
部
　
理
事
長
・
評
議
員

工藤幸栄 氏

昭和40年
10月 1 日生

平
成
24
年　

釧
路
支
部　

理
事

平
成
26
年　

釧
路
支
部　

副
理
事
長

	

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟　

評

議
員

令
和
4
年　
釧
路
支
部　

理
事
長
・
評
議
員

中
標
津
支
部
　
支
部
長

戸田　宏 氏

昭和27年
1 月27日生

平
成
6
年　

中
標
津
支
部　

審
判
部
長

平
成
17
年　

中
標
津
支
部　

理
事
長

平
成
24
年　
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟　

理
事

令
和
4
年　
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟　

参
与

	

中
標
津
支
部　

支
部
長

中
標
津
支
部
　
評
議
員

野田　勝 氏

昭和43年
6 月12日生

平
成
28
年　

中
標
津
支
部　

理
事

令
和
4
年　

中
標
津
支
部　

評
議
員

根
室
支
部
　
支
部
長

成田敏明 氏

昭和28年
10月13日生

平
成
28
年　

根
室
支
部　

副
支
部
長

令
和
4
年　

根
室
支
部　

支
部
長

〜
大
会
を
振
り
返
っ
て
〜

〜
大
会
を
振
り
返
っ
て
〜

〜
大
会
を
振
り
返
っ
て
〜

〜
大
会
を
振
り
返
っ
て
〜

2
0
2
2
東
日
本
全
国
大
会
の
開
催

2
0
2
2
東
日
本
全
国
大
会
の
開
催

2
0
2
2
東
日
本
全
国
大
会
の
開
催

2
0
2
2
東
日
本
全
国
大
会
の
開
催

特
報
!
特
報
!

特
報
!
特
報
!

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延

に
よ
り
延
期
さ
れ
ま
し
た
第
四
十
四
回
東

日
本
軟
式
野
球
大
会
（
一
部
）
が
去
る
五

月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
ま
で
二
十
六

チ
ー
ム
（
岩
手
県
・
山
形
県
棄
権
）
の
参

加
で
北
見
市
・
訓
子
府
町
・
置
戸
町
の
各

球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
七
日
は

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
市
内
の
ホ
テ

ル
に
於
い
て
、
チ
ー
ム
二
名
の
参
加
で
開

会
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

翌
二
十
八
日
か
ら
試
合
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
前
日
の
夜
か
ら
降
り
出
し
た
雨
の

中
、
大
会
ス
タ
ッ
フ
の
懸
命
な
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
の
お
か
げ
で
三
日
間
予
定
通
り
大

会
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
参
加

チ
ー
ム
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
雨
と
寒
さ

で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
維
持
が
大
変
だ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
練
習
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
大
会
を

盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

結
果
、
優
勝
は
中
央
発
條
（
愛
知
県
）、

準
優
勝
は
旭
山
俱
楽
部
（
北
海
道
北
）
で

し
た
。（

北
見
支
部
副
理
事
長
　
森
谷
広
実
）

第
四
十
四
回
東
日
本
軟
式
野
球
大
会
（
一
部
）

愛
知
県
代
表
チ
ー
ム
「
中
央
発
條
」
が
優
勝
!!

1部　優勝チーム「中央発條」（共同写真企画提供）
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・数字＋C → コールドゲーム
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　退

監督会議

本間会長挨拶 選手宣誓
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第
四
十
四
回
東
日
本
軟
式
野
球
大
会

（
二
部
）
が
、
令
和
四
年
五
月
二
十
七
日

～
三
〇
日
ま
で
四
日
間
の
日
程
で
、
網
走

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
野

球
場
・
網
走
市
営
球
場
・
美
幌
町
柏
ケ
丘

公
園
野
球
場
・
大
空
町
女
満
別
運
動
公
園

野
球
場
の
四
会
場
で
、
二
十
四
の
都
・
道
・

県
の
代
表
チ
ー
ム
と
開
催
地
推
薦
の
三

チ
ー
ム
を
加
え
た
計
二
十
八
チ
ー
ム
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
北
海
道
は
、
北

と
南
の
二
代
表
。
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
辞

退
が
五
チ
ー
ム
あ
り
、
実
際
に
は
二
十
三

チ
ー
ム
に
よ
り
行
わ
れ
た
。）

＜

一
日
目＞

五
月
二
十
七
日
（
金
）
オ

ホ
ー
ツ
ク
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
午
後
三
時
か
ら
監
督
会
議
、
午
後
四

時
か
ら
開
会
式
を
行
な
っ
た
。
開
会
式
で

は
、開
催
地
推
薦
の
「
常
呂
野
球
倶
楽
部
」

の
山
内
主
将
の
選
手
宣
誓
が
力
強
く
行
わ

れ
た
。
日
中
は
天
気
も
良
く
温
か
さ
を
感

じ
て
い
た
が
、
夜
に
な
り
雨
と
な
っ
た
。

（
明
日
の
天
気
が
心
配
）

＜

二
日
目＞

五
月
二
十
八
日
（
土
）
朝

か
ら
雨
模
様
で
、
風
も
あ
り
肌
寒
い
中
、

全
球
場
と
も
予
定
通
り
一
回
戦
七
試
合
を

行
う
事
が
で
き
た
。
選
手
・
審
判
及
び
運

営
ス
タ
ッ
フ
ご
苦
労
様
で
し
た
。

＜

三
日
目＞

五
月
二
十
九
日
（
日
）
昨

日
と
同
様
、
朝
か
ら
雨
、
風
が
強
く
、
非

常
に
肌
寒
い
中
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
は
朝
早

く
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
の
確
認
・
整

備
を
行
な
い
、
こ
の
日
も
予
定
通
り
全
球

場
、
二
回
戦
と
準
々
決
勝
ま
で
の
十
二
試

合
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

＜
最
終
日＞

五
月
三
〇
日
（
月
）
は
、

準
決
勝
と
決
勝
戦
を
網
走
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
野
球
場
と
、
網

走
市
営
球
場
で
準
決
勝
を
行
う
予
定
で

あ
っ
た
が
、
網
走
市
営
球
場
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
状
態
が
非
常
に
悪
く
、
会
場
を
大
空
町

女
満
別
運
動
公
園
野
球
場
に
移
し
（
ス

タ
ッ
フ
も
全
員
、
網
走
市
か
ら
大
空
町
に

移
動
）
行
っ
た
。

準
決
勝
は
、

オ
オ
タ
ケ
サ
ン
ラ
イ
ズ
（
石
川
）
対 

し
な
の
の
て
っ
ぺ
ん
（
長
野
）
四
︱
〇

豊
富
産
業
株
式
会
社
（
富
山
）
対
ク
リ

ミ
ナ
ル
ズ
（
山
形
）
十
三
―
一

と
な
り
、
決
勝
は
、
富
山
と
石
川
の
北
陸

勢
対
決
と
な
っ
た
。
二
回
に
豊
富
産
業
株

第
四
十
四
回
東
日
本
軟
式
野
球
大
会
（
二
部
）

富
山
県
代
表
チ
ー
ム
「
豊
富
産
業
株
式
会
社
」
が
優
勝
!!

② ② ② 2 12× ②②

③

②21

③

網 走 市
網 走 市
美 幌 町
大 空 町

1

富山県代表　豊富産業株式会社
0 6
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�

シ

�

ン
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Ｃ

Ｈ
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Ｉ

Ｎ

Ｓ

① ①

宝
成
食
品

(

株

)

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

し

な

の

の

て

�

ぺ

ん

2022年5月27日（金）～5月30日（月） 4日間(雨天順延)
監 督 会 議
開 会 式

　オホーツク文化交流センター

　オホーツク文化交流センター

2022 年 5 月 27 日 ( 金 ) 15:00

2022 年 5 月 27 日 ( 金 ) 16:00

Ａ
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Ｉ
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葉
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業
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I
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E
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Ｅ

Ｎ
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�
開
催
地

�

第４４回　東日本軟式野球大会 （２部）

網 走 ス ポ ー ツ ト レ ー ニ ン グ フ ィ ー ル ド 野 球 場

網 走 市 営 球 場

大 空 町 女 満 別 運 動 公 園 野 球 場
美 幌 町 営 柏 ケ 丘 公 園 野 球 場

① 5月28日（土）
② 5月29日（日）
③ 5月30日（月）

1 21×

0 4×

5 9

1７×3 17×

1210 2 26× 104 7 19 3② 02 3 10 5 ②
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式
会
社
（
富
山
）
が
一
点
を
先
制
、
そ
の

後
、
三
回
、
五
回
、
七
回
に
追
加
点
を
加

え
、
豊
富
産
業
株
式
会
社
の
下
口
投
手
が

オ
オ
タ
ケ
サ
ン
ラ
イ
ズ
（
石
川
）
を
零
封

し
、
結
局
六
―
〇
で
豊
富
産
業
株
式
会
社

が
勝
利
し
た
。

悪
天
候
に
加
え
、
J
S
B
B
感
染
予

防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
添
っ
て
、
ベ
ン

チ
の
消
毒
・
検
温
の
実
施
な
ど
大
変
な
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
大
会
の
開
催
に
あ

た
り
ご
尽
力
・
ご
支
援
い
た
だ
い
た
道
連

派
遣
役
員
の
皆
さ
ま
、
派
遣
・
交
流
審
判

員
の
皆
さ
ま
、
地
元
審
判
員
・
役
員
、
運

営
に
協
力
い
た
だ
い
た
地
元
チ
ー
ム
の
皆

さ
ま
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
本
大
会

を
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。本

当
に
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

（
網
走
支
部　

寺
西　

栄
一
）

2部　優勝チーム「豊富産業株式会社」（共同写真企画提供）

開会式（共同写真企画提供）

選手宣誓
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四
月
二
十
九
日
（
金
）
か
ら
五
月
一
日

（
日
）
の
三
日
間
の
日
程
で
室
蘭
市
、
登

別
市
及
び
伊
達
市
の
四
会
場
で
、
各
支
部

の
代
表
一
部
十
二
チ
ー
ム
・
二
部
十
三

チ
ー
ム
が
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
昨
年
「
緊
急
事
態
宣
言
」

の
適
用
を
受
け
、
大
会
会
場
の
使
用
が
で

き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
や
む
を
得

ず
中
止
と
な
っ
て
お
り
、
二
年
越
し
の
大

会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
八
月
末
か
ら
の
開
催
の

予
定
で
あ
り
、
い
く
ら
涼
し
い
室
蘭
と
は

言
え
、
残
暑
の
中
の
大
会
開
催
を
予
想
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
四
月
末
の
ま

だ
ま
だ
寒
さ
が
残
る
中
で
の
開
催
と
な

り
、球
場
本
部
席
な
ど
で
は
、常
に
ス
ト
ー

ブ
を
焚
き
、
暖
か
い
飲
み
物
を
準
備
す
る

な
ど
コ
ロ
ナ
対
策
と
合
わ
せ
て
、
寒
さ
対

策
を
講
じ
な
が
ら
大
会
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
会
場
と
な
っ
た
室
蘭
地
区
の

球
場
は
、
例
年
の
球
場
オ
ー
プ
ン
が
五
月

か
ら
で
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
準
備
に
あ

た
っ
て
は
、
支
部
役
員
自
ら
が
フ
ェ
ン
ス

の
応
急
修
繕
を
行
う
な
ど
、
通
常
の
シ
ー

ズ
ン
中
と
は
ま
た
違
っ
た
光
景
を
見
る
場

面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
大
会
結
果
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
一
部
は
、
安
定
し
た
守
備
か
ら
リ

ズ
ム
を
つ
か
み
、
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
効

率
良
く
得
点
を
重
ね
る
ゲ
ー
ム
を
展
開
し

た
南
空
知
支
部
代
表
の
ボ
ン
バ
ー
ズ
が
札

幌
支
部
代
表
の
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ー
ズ
と
の

第
四
十
四
回
　
東
日
本
軟
式
野
球
大
会
（
一
部
・
二
部
）
南
北
海
道
大
会

　
一
部
優
勝
　
ボ
ン
バ
ー
ズ
（
南
空
知
支
部
）

　
二
部
優
勝
　
ル
ー
キ
ー
ズ
（
石
狩
支
部
） 

2021
　 北海道大会熱戦譜
2021
　 北海道大会熱戦譜
2021
　 北海道大会熱戦譜
2021
　 北海道大会熱戦譜

監督会議： 開催しません

開 会 式： 開催しません

14 会　場： A 室蘭市中島公園野球場

C 伊達市館山野球場

4 D ほくでん伊達ｽﾎﾟｰﾂ

4 公園野球場

4 使用球： 公認球　Ｍ　号

0

4

0

3

2

11

5

5

6 4

3

10

7

2

10

1

5

0

Ａ
ブ
ロ

�
ク

Ｂ
ブ
ロ

�
ク

小 樽

8 伊 達 赤 十 字 病 院 西 胆 振

6 ゴ ー ル ド ス タ ー ズ

4 Ｋ Ｏ Ｗ Ｔ Ｏ Ｗ

4/30(土)
Ｄ

10：50

11 函 館 市 医 師 会 病 院 函 館

12

4/29(金)
Ｃ

10：50

J S W Ｍ ＆ Ｅ 室 蘭

5/1(日)
Ａ

11：20
7

4/30(土)
Ｄ

13：40
10 ボ ン バ ー ズ 南 空 知

祝 津 青 塚 野 球 部

9 Ｓ ｌ ｕ ｇ ｇ ｅ ｒ 北 空 知

5 新 ひ だ か 町 役 場 野 球 部

虎 杖 浜 タ イ ガ ー ス 室 蘭

苫 小 牧3 Ｉ Ｎ Ｂ Ｃ Ｌ Ｕ Ｂ

4/29(金)
Ｃ

8：30

4/30(土)
Ｄ

8：30

4/29(金)
Ａ

8：30

日 高 4/30(土)
Ａ

10：50

千 歳

4/29(金)
Ａ

10：50

ボンバーズ

（南空知）

第44回東日本軟式野球大会(1部)南 北海道大会

1 黒 松 内 リ バ ー ズ 後 志

4/30(土)
Ａ

8：302

4/30(土)
Ａ

13：40

札 幌 （一部）

監督会議： 開催しません

開 会 式： 開催しません

7 会　場： A 室蘭市中島公園野球場

Ｂ 登別市川上公園野球場

5 Ｃ 伊達市館山野球場

4 Ｄ ほくでん伊達スポーツ

0 公園野球場

12 使用球： 公認球　M　号

1

11

9

9

4

7

3 ルーキーズ

（石狩）

3

1 4

2

2

棄権

7

2

5

5

5

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

4/29(金)
Ｄ

8：30

4/30(土)
Ｃ

8：30

第44回東日本軟式野球大会(2部)南 北海道大会

1 三 恵 興 業 室 蘭

4/30(土)
Ｂ

8：302 門 別 ク ラ ブ 日 高

4/29(金)
Ｂ

8：30

3 Ｂ Ｌ Ｏ Ｏ Ｄ Ｙ 西 胆 振

4/30(土)
Ｂ

13：40

4 仁 木 球 友 後 志

4/29(金)
Ｂ

10：50

4/30(土)
Ｂ

10：50

5 ル ー キ ー ズ 石 狩

6 森 球 遊 会 函 館

5/1(日)
Ａ

9：00

4/29(金)
Ｂ

13：10

7 Ｒ Ｅ Ｄ Ｗ ｉ ｚ ａ ｒ ｄ ｓ 札 幌

8 レ ッ ド ク ラ ブ 室 蘭

10 和 弘 食 品 株 式 会 社 小 樽

4/30(土)
Ｃ

13：40

9 空 知 単 板 工 業 ( 株 ) 北 空 知

11 デ ン ジ ャ ラ ス 千 歳

4/30(土)
Ｃ

10：50

12 白 老 ス ー パ ー ス タ ー ズ 苫 小 牧

13 航 空 自 衛 隊 長 沼 南 空 知

4/29(金)
Ｄ

10：50

（二部）

2021 年に開催する予定にあった東日本（南・北）大会が、コロナ禍感染症がおさまらず
今年春に延期開催したものです。
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激
戦
を
制
し
見
事
優
勝
し
、
二
部
は
、
初

戦
か
ら
全
力
プ
レ
ー
と
打
力
を
武
器
に
激

戦
を
勝
ち
上
が
っ
た
石
狩
支
部
の
ル
ー

キ
ー
ズ
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
二
チ
ー
ム
の
試
合
だ
け
で
な

く
各
試
合
と
も
に
、
例
年
に
は
な
い
四
月

中
の
全
道
大
会
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
練

習
時
間
が
限
ら
れ
た
中
で
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
好
連
携

の
プ
レ
ー
や
元
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
の

数
々
が
披
露
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
南
北
海

道
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、開
催
に
あ
た
り
、

一
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
支
部

予
選
大
会
で
本
大
会
へ
の
出
場
権
を
得
て

い
た
チ
ー
ム
並
び
に
関
係
者
の
方
々
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
か
ら
先
の
見
え
な

い
状
況
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
々

の
練
習
等
の
準
備
を
怠
ら
ず
、
本
大
会
へ

ご
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
本
大
会
に
御
支
援
、
御
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
方
へ
深
く
感
謝
申
し
上

げ
、
報
告
と
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
室
蘭
支
部
リ
ポ
ー
タ
ー　

登
山　

利
博
）

１部優勝ボンバーズ（雨天により室内）

第
四
十
四
回
東
日
本
軟
式
野
球
大
会
（
一
部
）
北
・
北
海
道
大
会

　「
圧
倒
的
な
強
さ
で
、
旭
山
倶
楽
部
（
十
勝
）
が

　
　
　
　
　
六
年
ぶ
り
に
全
国
の
切
符
を
手
中
に
！
」

稚
内
支
部
と
の
分
離
開
催
と
な
っ
た
東

日
本
一
部
北
・
大
会
は
、
五
月
七
～
九
日

に
留
萌
支
部
遠
別
町
、
初
山
別
村
で
開
催

さ
れ
た
。

選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
運
営
側
も
シ
ー
ズ

ン
始
め
で
あ
り
、
で
き
る
限
り
の
準
備
を

進
め
、
雨
を
避
け
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
中
、

三
日
間
の
日
程
を
無
事
終
え
た
。

決
勝
は
、先
攻
、旭
山
倶
楽
部
（
十
勝
）、

後
攻
テ
ル
イ
ス
ポ
ー
ツ
（
中
標
津
）
で
始

ま
っ
た
。

こ
の
試
合
の
見
ど
こ
ろ
は
、
準
決
勝
で

六
回
ま
で
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
の
好
投

を
見
せ
た
テ
ル
イ
ス
ポ
ー
ツ
の
右
の
本
格

派
、
山
口
投
手
と
旭
山
倶
楽
部
の
機
動
力

を
生
か
し
た
攻
撃
、
そ
れ
と
一
番
打
者
旭

山
・
小
笠
原
選
手
と
テ
ル
イ
ス
ポ
ー
ツ
大

内
選
手
の
俊
足
が
見
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

一
回
表
、
旭
山
倶
楽
部
（
以
下
、
旭
山
）

一
番
小
笠
原
が
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
。
二
〇

秒
ル
ー
ル
の
警
告
に
動
揺
が
あ
っ
た
か
、

エ
ン
ド
ラ
ン
を
決
め
ら
れ
、
三
番
宇
野
が

レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で
二
塁
打
、
五
番
小
川

が
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
二
点
を
挙
げ

る
。そ

の
裏
、
テ
ル
イ
ス
ポ
ー
ツ
（
以
下
テ

ル
イ
）は
二
番
森
崎
が
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
。

四
球
で
一
・
三
塁
と
な
り
、
反
撃
の
チ
ャ

ン
ス
で
四
番
杉
岡
が
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で

一
点
を
返
す
。

二
回
表
旭
山
は
、
七
番
上
床
ラ
イ
ト
前

ヒ
ッ
ト
。
送
り
バ
ン
ト
処
理
に
ミ
ス
が
出

て
、
一
番
小
笠
原
が
レ
フ
ト
前
で
満
塁
。

こ
こ
で
三
番
宇
野
が
フ
ァ
ー
ス
ト
強
襲

ヒ
ッ
ト
で
一
点
。
さ
ら
に
満
塁
で
主
将
の

四
番
鈴
木
が
サ
ー
ド
強
襲
ヒ
ッ
ト
で
こ
の

回
三
点
を
挙
げ
る
。

テ
ル
イ
は
、
単
発
の
ヒ
ッ
ト
は
出
る
も

の
の
、
旭
山
の
上
床
・
鈴
木
両
ベ
テ
ラ
ン

の
緩
急
と
コ
ー
ス
に
投
げ
分
け
る
投
球
を

打
ち
崩
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

旭
山
は
、
一
番
小
笠
原
、
三
番
宇
野
、

四
番
鈴
木
、
九
番
鹿
野
が
マ
ル
チ
ヒ
ッ
ト遠別町長 鈴木（旭山）
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を
放
ち
、
連
投
の
テ
ル
イ
山
口
投
手
を
攻

め
、
九
点
を
挙
げ
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で
、

全
国
の
切
符
を
勝
ち
取
っ
た
。

旭
山
鈴
木
主
将
は
、「
シ
ー
ズ
ン
序
盤

で
も
あ
り
、
細
か
い
ミ
ス
が
出
て
し
ま
っ

た
。
地
元
に
戻
り
練
習
で
細
か
い
プ
レ
ー

を
確
認
す
る
。
全
国
大
会
で
は
、
ベ
ス
ト

四
を
目
指
す
。
個
人
と
し
て
は
本
調
子
で

は
な
か
っ
た
が
、
地
元
初
山
別
学
園
に

あ
っ
せ
ん
し
て
貰
っ
た
「
岬
セ
ン
タ
ー
」

の
食
事
と
露
天
風
呂
の
お
陰
で
二
安
打
で

き
た
。」
と
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
。
気
配
り

上
手
の
一
面
を
垣
間
見
せ
る
。

な
お
、
閉
会
式
に
は
、
遠
別
町
笹
川
洸

志
町
長
が
公
務
ご
多
用
の
中
、
ご
臨
席
頂

き
、
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

急
遽
決
ま
っ
た
全
道
大
会
で
あ
り
、
遠

別
・
初
山
別
連
盟
の
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て

留
萌
支
部
・
道
北
五
支
部
交
流
審
判
員
の

方
々
の
協
力
な
く
て
は
開
催
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

（
大
会
こ
ぼ
れ
話
）

初
日
第
三
試
合
に
は
、支
部
推
薦
の「
初

山
別
ク
ラ
ブ
（
監
督
原
洋
己
）」
が
参
戦
。

守
備
に
お
い
て
、
一
塁
・
二
塁
鎌
田
兄

弟
、三
塁
・
遊
撃
手
が
笠
川
主
将
兄
弟
（
何

れ
も
双
子
）
と
い
う
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
泣
か

せ
の
一
場
面
が
あ
っ
た
。

決
勝
で
は
、
初
の
審
判
長
と
な
っ
た
砂

田
指
導
員
が
、
気
温
ひ
と
桁
、
風
速
一
〇

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
中
、
半
袖
で
通
す
と

い
う
気
迫
の
こ
も
っ
た
ジ
ャ
ッ
ジ
を
見
せ

た
こ
と
を
併
せ
て
報
告
し
ま
す
。

（
留
萌
支
部　

理
事
長　

辨
開　

淳
美
）

第
四
十
四
回
東
日
本
軟
式
野
球
大
会

（
二
部
）
北
北
海
道
大
会
は
、
本
来
、
昨

年
の
九
月
に
開
催
さ
れ
る
は
ず
の
大
会
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
中
止

延
期
と
な
り
、
五
月
七
日
か
ら
五
月
九
日

ま
で
の
期
間
、
最
北
の
街
・
国
境
の
街
で

あ
る
稚
内
市
大
沼
球
場
を
主
会
場
と
し

て
、
北
・
北
海
道
各
支
部
を
勝
ち
抜
い
た

（
二
部
）
の
精
鋭
十
二
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
は
、
当
支
部
で
平
成

一
八
年
に
第
二
九
回
東
日
本
軟
式
野
球
大

会
（
一
・
二
部
）
北
・
北
海
道
大
会
を
開

催
以
来
、
一
六
年
振
り
の
開
催
と
な
り
ま

す
。五

月
の
北
海
道
大
会
の
開
催
は
、
当
支

部
で
は
初
め
て
で
あ
り
、
気
候
的
に
ど
う

な
の
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の

開
催
に
も
心
配
の
声
が
あ
り
ま
し
た
が
、

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
大
会
運
営
に
臨

第
四
十
四
回
東
日
本
軟
式
野
球
大
会
（
二
部
）
北
・
北
海
道
大
会

二
部
　
優
勝
　
釧
路
市
役
所
！

監督会議： 実施しません

開 会 式： 実施しません

0 会　場： A

B 初山別村野球場

9

0 使用球： 公認球　Ｍ　号

8 2

2

4

4

11

1

3

3

7

1

1

6

4

0

9

10

9

0

5

7

0

1

5/8
Ａ

11：20

13 シ ャ ネ ル ズ 旭川

14 根 室 振 興 局 フ リ ー ダ ム 根室

5/8
Ａ

14：10

12 初 山 別 ク ラ ブ 留萌

5/7
Ｂ

13：40

稚 内 信 用 金 庫 稚内

5/7
Ｂ

11：20

11 旭 山 倶 楽 部 十勝

Ｂ
ブ
ロ

�
ク

8 ニ ッ テ ン 美 幌 網走

5/7
Ｂ

9：00

5/8
Ａ

9：00

9 厚 岸 町 役 場 釧路

10

5/9
Ａ

10：00

5/7
Ａ

13：40

7 Ｋ ． Ｂ ． Ｋ Ｉ Ｄ Ｓ 北見

旭山倶楽部
（十勝）

5 Ｔ Ｏ Ｒ Ｙ Ｓ Ｅ Ｎ Ｇ Ａ Ｒ Ｕ 遠軽

6 遠 別 ク ラ ブ 留萌

5/7
Ａ

9：00

3 テ ル イ ス ポ ー ツ 中標津

5/8
Ｂ

14：10

4 ベ ア ー ズ 富良野

5/7
Ａ

11：20

5/8
Ｂ

11：20

第44回東日本軟式野球大会(1部)北 北海道大会

Ａ
ブ
ロ

�
ク

1 Ｎ ａ ｋ ａ ｇ ａ ｗ ａ Ｂ ｒ ｅ ｘ 名寄

遠別町スポーツ公園野球場

5/8
Ｂ

9：002 OKOPPE ベ ー ス ボ ー ル ク ラ ブ 紋別

1部　優勝「旭山倶楽部」



― 12 ―

み
ま
し
た
。

大
会
は
、
地
元
代
表
の
「Y

oung 
leaves

」、
十
勝
支
部
「
レ
ア
ル
」、
富
良

野
支
部
「
富
良
野
野
球
倶
楽
部
」、
釧
路

支
部
「
釧
路
市
役
所
」
が
ベ
ス
ト
四
に
勝

ち
進
み
、決
勝
は
、地
元
「Y

oungleaves

」

と
「
釧
路
市
役
所
」
の
対
戦
と
な
り
、「
釧

路
市
役
所
」
が
制
し
、
全
国
切
符
を
手
に

し
ま
し
た
。

大
会
期
間
中
は
、
肌
寒
い
気
候
で
し
た

が
、
道
連
、
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
を
は
じ
め
大

会
関
係
者
に
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
無
事
、
全
日
程
を
終
え
る
事

が
で
き
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
稚
内
支
部　

薄
田　

嘉
継
）

千
歳
支
部

「
審
判
講
習
会
」

令
和
四
年
度
千
歳
支
部
審
判
講
習
会

が
、
道
軟
連
か
ら
砂
田
氏
（
全
軟
連
審
判

技
術
指
導
員
）
を
迎
え
、
当
日
は
各
連
盟

の
学
童
指
導
者
二
〇
名
の
参
加
を
得
て
総

勢
四
十
五
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
の

座
学
で
規
則
改
正
、
必
携
改
訂
を
学
び
、

午
後
舞
台
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
し
、
数
カ

月
ぶ
り
に
体
を
動
か
す
と
い
う
猛
者
も
含

め
実
技
を
行
い
ま
し
た
。
審
判
経
験
の
無

い
学
童
指
導
者
は
別
動
隊
と
し
て
、
主
に

基
本
を
午
前
中
か
ら
繰
り
返
し
行
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
日
受
講
し
た
中
か
ら
一
人

で
も
多
く
実
戦
デ
ビ
ュ
ー
出
来
る
よ
う
、

今
後
連
携
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
が
千
歳
支
部
の
講
習
会
は
毎

年
日
に
ち
を
固
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
こ
れ
か
ら
講
習
会
の
重
要
性
が
増
す

中
、
一
人
で
も
多
く
受
講
す
る
た
め
に
は

決
ま
っ
た
日
程
で
行
い
予
定
を
組
み
易
く

す
る
事
が
、
出
席
増
に
繋
が
る
の
で
は
と

の
考
え
で
す
。
技
術
員
が
大
会
派
遣
の
為

不
在
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
砂
田
氏
の
丁

寧
な
指
導
、
ま
た
、
様
々
な
質
問
に
も
親

切
に
対
応
頂
き
実
の
あ
る
講
習
会
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
頂
い
た
関
係
者

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
千
歳
支
部　

鳴
海　

晃
）

石
狩
支
部

「
支
部
定
時
評
議
会
を
開
催
」

去
る
四
月
十
六
日
（
土
）
に
支
部
定
時

評
議
会
を
開
催
し
、
令
和
三
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告
及
び
令
和
四
年
度
事
業
計

画
・
予
算
等
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
天
皇
賜
杯
南
北
海
道
大
会

と
国
民
体
育
大
会
に
て
ど
ち
ら
も
準
優
勝

し
た
Ｊ
Ａ
北
い
し
か
り
や
北
海
道
知
事
杯

で
は
Ｊ
Ａ
道
央
が
準
優
勝
、
マ
ス
タ
ー
ズ

大
会
で
は
ｔ
ｃ
ｌ
ａ
ｎ
が
こ
れ
ま
た
準
優

勝
と
優
勝
と
は
い
か
な
か
っ
た
も
の
の
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
負
け
じ
と
奮
闘
・
活

躍
が
目
立
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
に
お
い
て
は
、
役
員
改

選
を
行
い
、
五
期
九
年
目
と
な
る
山
田
支

部
長
か
ら
は
、
次
代
を
見
据
え
、
役
員
一

同
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
支
部
の
よ
り
一
層
の
発
展
を
目
指
そ
う

と
い
う
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
当
支
部
で
の
全
道
運
営
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
道
央
ブ
ロ
ッ

ク
各
支
部
と
連
携
協
力
す
る
と
と
も
に
、

支
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

監督会議： 実施しません

開 会 式： 実施しません

1 会　場： A 稚内市大沼球場

B 稚内市大沼第2球場

5  

2  

9 使用球： 公認球　　　号   M 号
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紋 別 ク ラ ブ 紋 別

5/8
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14:10
10 釧 路 市 役 所 釧 路

Ｂ
ブ
ロ

�
ク

7 富 良 野 野 球 倶 楽 部 富 良 野
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A

9:008 止 別 ク ラ ブ 網 走
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B

9:00

9
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B

11:20

6 レ ア ル 十 勝

5/9
A

9:00

3 美 深 町 役 場 名 寄

5/8
B

14:10

4 ダ イ ヤ モ ン ド プ レ イ ヤ ー ズ 旭 川

5/7
A

11:20

5 湧 別 役 場 倶 楽 部

第44回東日本軟式野球大会（2部）北・北海道大会
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事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
競
技
マ

ナ
ー
の
指
導
徹
底
を
は
じ
め
、
野
球
規
則

の
遵
守
や
円
滑
な
大
会
運
営
な
ど
、
一
年

間
の
活
動
を
全
員
で
確
認
し
、
終
了
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

（
石
狩
支
部　

リ
ポ
ー
タ
ー　

剱
持　

司
）

石
狩
支
部

「
石
狩
支
部
審
判
講
習
会
を
開　

 

催
し
ま
し
た
！
」

五
月
一
日
（
日
）
に
当
別
町
に
て
当
支

部
審
判
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
初
め
の
こ
の
時
期
に
、
今
年

度
の
野
球
規
則
・
競
技
者
必
携
の
改
正
事

項
の
確
認
及
び
基
本
的
事
項
の
確
認
を
目

的
に
座
学
と
実
技
を
交
え
て
行
い
ま
し

た
。昨

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
て
中
止
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
審
判
講
習
会
の
位
置
づ
け
が
非

常
に
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

北
い
し
か
り
農
協
会
議
室
で
行
っ
た
座

学
で
は
、
野
球
規
則
の
改
正
及
び
競
技
者

必
携
の
改
訂
事
項
を
確
認
。
参
加
者
皆
さ

ん
、
真
剣
な
眼
差
し
で
説
明
を
聞
い
て
い

る
様
子
が
伺
え
、
積
極
的
に
質
問
を
投
げ

か
け
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
球
場
に
場
所
を
移
し
、
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
コ
ー
ル
や
ゴ
ー
ス
ト
ッ
プ
コ
ー

ル
の
基
本
練
習
の
ほ
か
、
球
審
の
基
本
的

動
作
、
各
塁
で
の
基
本
的
事
項
の
確
認
と

一
塁
で
の
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
イ
の
判
定
練
習

な
ど
を
行
い
、
動
き
な
ど
を
再
確
認
し
ま

し
た
。午
後
か
ら
は
、ノ
ッ
ク
形
式
の
キ
ャ

ン
プ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
場
面
を
想
定
し
た

実
践
さ
な
が
ら
の
動
き
を
確
認
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

技
術
員
と
な
っ
て
数
年
、
よ
う
や
く
人

前
で
話
す
こ
と
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た

が
、
説
明
し
て
人
に
伝
え
る
こ
と
の
難
し

さ
を
毎
年
こ
の
講
習
会
で
感
じ
て
い
ま

す
。
一
年
一
年
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
講
習
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
寒
い
中
、
熱
い
プ
レ
イ
で
審

判
員
の
技
術
向
上
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

当
別
中
学
校
、
西
当
別
中
学
校
の
皆
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
石
狩
支
部　

審
判
技
術
員　

高
田
憲
一
）

南
空
知
支
部

「
二
〇
二
二
年
度
シ
ー
ズ
ン

審
判
部
の
動
向
」

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
シ
ー
ズ

ン
は
じ
め
の
審
判
講
習
会
で
す
が
、
南
空

知
支
部
と
し
ま
し
て
は
、
初
の
試
み
と
し

て
、
座
学
と
実
技
を
分
け
二
週
に
わ
た
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
座
学
は
四
月
十
七
日
南
幌

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
本
年

度
の
規
則
及
び
競
技
者
必
携
等
の
改
正

点
、
特
に
投
手
の
十
二
秒
及
び
二
〇
秒

ル
ー
ル
の
取
り
扱
い
基
準
の
説
明
を
受

け
、
ま
た
、
公
認
審
判
試
験
の
過
去
問
題

を
事
例
に
、
適
切
な
処
置
方
法
を
名
和
審

判
部
長
が
解
説
す
る
な
ど
、
年
齢
に
関
係

な
く
初
心
に
戻
り
深
い
学
び
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
実
技
は
、
翌
週
の
四
月
二
十
四
日

南
幌
町
営
野
球
場
を
会
場
に
、
各
塁
で
の

基
本
動
作
に
始
ま
り
、
球
審
で
は
、
三
班

に
分
か
れ
て
の
投
球
判
定
を
繰
り
返
し
行

い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
五
月
一
日
に
は
、
道
央
南
ブ

ロ
ッ
ク
講
習
会
を
月
形
町
で
開
催
さ
せ
て

頂
く
な
ど
、
審
判
員
に
と
っ
て
は
、
シ
ー

ズ
ン
は
じ
め
に
、
多
く
の
学
び
の
機
会
を

頂
き
ま
し
た
。

支部定時評議会



― 14 ―

二
〇
二
二
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
治
ま
る
こ

と
を
願
い
、
選
手
・
審
判
員
が
安
全
で
安

心
し
て
試
合
に
臨
め
る
環
境
づ
く
り
を
心

掛
け
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

（
南
空
知
支
部　

事
務
局　

西
脇　

圭
一
）

旭
川
支
部

「
旭
川
支
部
審
判
講
習
会
を
開
催
」

旭
川
支
部
に
お
い
て
令
和
四
年
四
月
十

日
（
日
）
及
び
四
月
十
七
日
（
日
）
の
二

回
に
わ
た
り
、
審
判
技
術
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
当
支
部
所
属
審
判

員
・
中
学
校
野
球
指
導
者
協
議
会
か
ら
合

計
四
〇
名
ほ
ど
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
月
十
日
に
は
座
学
と
し
て
令
和
四
年
度

公
認
規
則
改
訂
と
競
技
者
必
携
改
訂
の
説

明
を
行
い
、
さ
ら
に
四
月
十
七
日
に
行
わ

れ
る
実
技
講
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
説
明

を
行
い
、
実
技
講
習
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
、

よ
り
効
率
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
配
慮

し
ま
し
た
。

四
月
十
七
日
に
は
東
光
ド
リ
ー
ム
球
場

に
お
い
て
、
一
般
チ
ー
ム
か
ら
二
チ
ー
ム

の
協
力
を
頂
き
、
実
技
講
習
を
行
い
ま
し

た
。
午
前
中
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
投
球

判
定
（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
の
習
得
）
と
ノ
ッ

ク
形
式
で
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
習
得
に

努
め
、
午
後
か
ら
は
実
戦
で
起
こ
り
や
す

い
事
例
の
キ
ャ
ン
プ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
規

則
適
用
と
正
確
な
判
定
の
確
認
も
行
い
ま

し
た
。

今
年
の
特
色
と
し
て
旭
川
支
部
で
は
朝

野
球
は
二
人
制
審
判
で
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
ノ
ッ
ク
形
式
で
球
審
・
塁
審
の
動

き
の
習
得
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

三
回
シ
リ
ー
ズ
で
二
人
制
セ
ミ
ナ
ー
（
座

学
）
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
な
か
な
か
気
温
が
上
が
ら
ず
、

審
判
員
の
健
康
面
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、

長
い
シ
ー
ズ
ン
を
無
事
に
乗
り
切
り
、
そ

し
て
各
大
会
が
ア
ク
シ
デ
ン
ト
な
く
終
了

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　

（
旭
川
支
部　

下
山　

光
一
）

旭
川
支
部

「
少
年
（
学
童
）
野
球
指
導
者
認

定
講
習
会
」
を
実
施
し
ま
し
た

旭
川
支
部
の
「
少
年
（
学
童
）
野
球
指

導
者
認
定
講
習
会
」
は
、一
九
九
一
年
（
平

成
三
年
）
か
ら
、
少
年
（
学
童
）
野
球
の

指
導
者
（
監
督
・
コ
ー
チ
等
）
を
対
象

に
、
選
手
へ
の
正
し
い
指
導
技
術
を
身
に

付
け
、
野
球
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
全
育

成
を
目
的
に
実
施
を
さ
れ
て
お
り
、
今
年

で
三
十
一
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
度
の
講
習
会
は
、
三
月
一
日
に
旭

川
市
の
隣
町
、
鷹
栖
町
の
北
野
地
区
住
民

セ
ン
タ
ー
の
一
階
大
ホ
ー
ル
で
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

例
年
、「
少
年
野
球
指
導
者
」
講
習
会

の
参
加
者
は
、
一
チ
ー
ム
三
名
〜
五
名
の

受
講
者
で
約
一
三
〇
名
位
の
受
講
が
有
り

ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
時
期
と
重
な
り
、
感
染
予

防
対
策
の
一
環
と
し
大
き
な
会
場
を
予
約

し
、
一
チ
ー
ム
一
名
の
限
定
で
三
十
五
名

の
受
講
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
の
受
講
修
了
者
に
対
し
、

五
年
間
有
効
の
顔
写
真
入
り
「
少
年
野
球

指
導
者
証
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

指
導
者
証
を
取
得
さ
れ
た
監
督
、
コ
ー

チ
は
、
旭
川
支
部
主
催
大
会
や
、
依
頼
大
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会
で
は
「
少
年
野
球
指
導
者
証
」
を
ユ
ニ

ホ
ー
ム
の
胸
に
着
け
て
試
合
に
臨
む
こ
と

が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。（
指
導
者
証

の
無
い
方
は
ベ
ン
チ
に
は
い
れ
ま
せ
ん
）

今
年
度
の
講
習
会
の
内
容
は
、「
少
年

団
活
動
と
指
導
者
の
役
割
」
を
竹
本
理
事

長
、「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
倫
理
―
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
中
心
に
―
」李
沢
事
務
局
長
、

「
野
球
肘
の
予
防
～
投
球
動
作
指
導
の
重

要
性
と
注
意
点
〜
」
を
理
学
療
法
士
の
小

迫
伸
也
先
生
、「
指
導
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
と
栄
養
」
を
大
塚
製
薬
㈱
旭
川
出
張
所 

竹
川　

悟
課
長
補
佐
、「
学
童
期
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
の
動
機
づ
け
」
を
北
海
道
教

育
大
学
旭
川
校
准
教
授　

小
谷
克
彦
先
生

の
五
名
に
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
十
五
名
の
受
講
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
で
指
導
者
と
し
て
の
役
割
、
自
覚
や

指
導
技
術
、
練
習
時
の
選
手
へ
の
言
葉
遣

い
、
指
導
者
の
言
葉
を
選
手
が
ど
の
様
に

理
解
し
受
け
止
め
て
い
る
か
？
等
を
具
体

的
に
講
師
か
ら
説
明
を
受
け
、
選
手
へ
の

向
き
合
い
方
を
改
め
て
勉
強
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
最
後
に
成
り
ま
す
が
、
三
十

数
年
前
に
旭
川
支
部
の
先
輩
役
員
が
「
少

年
野
球
指
導
者
講
習
会
」
と
言
う
素
晴
ら

し
い
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
事
に
感
謝
し
、
現
役
員
の
我
々
が

継
続
し
発
展
さ
せ
て
行
く
事
の
重
要
性
を

再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

（
旭
川
支
部　

少
年
部
長　

大
澤　

秀
二
）

十
勝
支
部

「
十
勝
支
部
審
判
講
習
会
」

五
月
八
日
（
日
）
十
勝
管
内
所
属
の
審

判
員
及
び
学
校
関
係
者
、
総
勢
九
十
七
名

の
参
加
に
よ
り
帯
広
の
森
平
和
球
場
に
て

審
判
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
受
付
時
の

検
温
確
認
に
時
間
が
か
か
り
、
開
始
時
間

が
若
干
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
特
に
大

き
な
問
題
も
な
く
始
ま
り
ま
し
た
。

実
施
内
容
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
を
考

慮
し
、
規
則
改
正
等
の
座
学
を
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
外
野
芝
生
上
で
行
い
、
そ
の
後
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
内
で
実
技
を
実
施
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
感
覚
が
戻
ら
ず
悪
戦
苦
闘
し
て

い
た
方
が
多
い
よ
う
で
し
た
が
、
次
第
に

感
覚
が
戻
っ
て
き
た
の
か
、
声
も
大
き
く

出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
を
通
じ
、
受
講
さ
れ
た

方
々
の
真
剣
な
眼
差
し
を
見
て
、
我
々
関

係
者
も
更
な
る
底
辺
の
拡
大
に
努
力
し
な

け
れ
ば
と
思
い
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で

す
。（

十
勝
支
部　

事
務
局　

加
藤
和
博
）
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●
育
成
強
化
部

「
二
〇
二
二
年
度
　
公
益
財
団

法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認

コ
ー
チ
1
養
成
講
習
会
」開
催
！

今
年
度
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
」マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
、

今
の
と
こ
ろ
事
業
は
予
定
通
り
進
め
て
お

り
ま
す
。

N
P
O
法
人
北
海
道
野
球
協
議
会
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
行
っ
て
い
た
、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
養
成
講
習
会
に
つ
い
て
オ
ン
ラ

イ
ン
講
習
と
な
る
た
め
講
習
資
格
を
付
与

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

今
年
は
、
来
年
四
月
一
日
資
格
認
定
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
六
月
初
旬
か
ら
独
自

開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
八
名

と
少
な
い
で
す
が
何
と
か
全
員
合
格
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

連
盟
各
部
近
況
報
告

編 

集 

後 

記

コ
ロ
ナ
禍
も
収
ま
り
き
ら
な
い
中

で
、
三
度
目
の
野
球
シ
ー
ズ
ン
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
の
北
海
道
大
会
も
、
ご
案
内
の

と
お
り
、
そ
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
昨
年

中
止
と
な
っ
た
、
第
四
十
四
回
東
日
本

軟
式
野
球
大
会
（
一
・
二
部
）
の
南
大

会
が
室
蘭
支
部
で
、
北
大
会
が
稚
内
支

部
・
留
萌
支
部
で
始
ま
る
と
い
う
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
に
は
引
き
続
き
同
大
会

の
全
国
大
会
が
、
雨
と
寒
さ
に
見
舞
わ

れ
た
悪
条
件
の
中
で
、
北
見
支
部
・
網

走
支
部
で
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ
の
大
会

も
何
事
も
な
く
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
担
当
さ
れ
た

開
催
地
支
部
の
事
前
準
備
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
事
と
、
何
よ
り
も
地
元
連
盟
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
だ
と
思
い

ま
す
。
良
い
見
本
を
見
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
暑
い
季
節
を
迎
え

野
球
シ
ー
ズ
ン
も
本
格
化
し
て
ま
い
り

ま
す
が
、
そ
こ
で
心
配
な
の
が
熱
中
症

と
脱
水
症
状
で
す
。
特
に
学
童
と
審
判

員
の
皆
さ
ん
に
は
気
を
付
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
供
は
体
温
調

節
機
能
が
未
熟
で
、
熱
中
症
に
な
り
や

す
く
、
ま
た
地
面
近
く
で
活
動
し
て
お

り
、
大
人
に
比
べ
て
暑
い
環
境
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
試
合
中
は
夢
中

に
な
っ
て
水
分
補
給
を
忘
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
周
り
の
大
人
の
目
配
り
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
審
判
員
の
皆
さ
ん

も
試
合
中
だ
か
ら
と
我
慢
せ
ず
、
イ
ニ

ン
グ
の
合
間
を
利
用
し
た
水
分
補
給
な

ど
、
自
衛
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
年
一
年
が
事

故
な
く
無
事
に
楽
し
く
野
球
シ
ー
ズ
ン

を
終
え
ら
れ
る
よ
う
、
良
い
年
に
し
た

い
も
の
で
す
。

（
総
務
部
理
事　

新
林　

裕
幸
）

サン・ビレッジいしかり　座学

サン・ビレッジいしかり　実技


